
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春国岱
しゅんくにたい

原生
げんせい

野鳥
やちょう

公園
こうえん

 2008 年 11・12 月号

 オオハクチョウやヒシクイ、コクガンなど大
おお

型
がた

のカモ類
るい

、クロガモ、シノリガモ、コオリガモ、

オナガガモ、ヒドリガモ、ミコアイサなど小
こ

型
がた

のカモ類
るい

、根
ね

室
むろ

周
しゅう

辺
へん

で冬
ふゆ

を越
こ

すもの、南
なん

下
か

の途
と

中
ちゅう

で羽
はね

を休
やす

めに立
た

ち寄
よ

ったもの、いろいろな種
しゅ

類
るい

のカモの仲
なか

間
ま

が見
み

られる季
き

節
せつ

がやってきました。

雌
し

雄
ゆう

異
い

色
しょく

のカモたちも、北
きた

から渡
わた

ってきてすぐはみんな同
おな

じような色
いろ

をしています。これは繁
はん

殖
しょく

期
き

にオスがメスに近
ちか

い色
いろ

のエクリプス羽
ばね

に変
か

わるためです。越
えっ

冬
とう

中
ちゅう

、カモたちは次
つぎ

の繁
はん

殖
しょく

の

相
あい

手
て

を決
き

めるため、オスがメスに求
きゅう

愛
あい

ダンスをしてプロポーズ 

をします。その前
まえ

にオスは私
わたし

たちが見
み

慣
な

れている美
うつく

しい色
いろ

合
あ

い 

に換
かん

羽
う

します。ですから、秋
あき

の初
はじ

めにカモをよく見
み

ていると、 

少
すこ

しずつ、少
すこ

しずつ色
いろ

が変
か

わっていく様
よう

子
す

が楽
たの

しめます。 

ネイチャーセンター日記 

一
いち

年
ねん

中
じゅう

根
ね

室
むろ

で見
み

られる鳥
とり

ですが、

夏
なつ

の間
あいだ

は森
しん

林
りん

に移
い

動
どう

するため、春
しゅん

国
くに

岱
たい

ではほとんど見
み

られなくなり

ます。 

秋
あき

になると、春
しゅん

国
くに

岱
たい

周
しゅう

辺
へん

でもよく

見
み

られるようになります。 

ドングリなどの実
み

や果
か

実
じつ

が大
だい

好
こう

物
ぶつ

で、貯
ちょ

食
しょく

をする習
しゅう

性
せい

があります。

ところが、埋
う

めたドングリを食
た

べ忘
わす

れることもあり、ドングリにとって

は、実
み

を遠
とお

くまで運
はこ

んでくれる、あ

りがたい存
そん

在
ざい

でもあります。 

ミヤマカケス(亜種) 

 英名：Jay 学名：Garrulus glandarius brandtii 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ネイチャーセンターの展示が変わりました～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネイチャーセンターからのお知らせ 

 

 今
こ

年
とし

もネイチャーセンター祭
まつ

りを開
かい

催
さい

しました！ 

10 月 19 日(日)、さわやかな秋
あき

晴
ば

れの中
なか

、一
いち

日
にち

中
じゅう

自
し

然
ぜん

を楽
たの

しむイベントを施
し

設
せつ

ボランティア

グループ「スンク」のメンバーがおこないました。 

まずは、木
き

の削
けず

りくず（おが粉
こ

）を使
つか

って、自
し

然
ぜん

の絵
え

 

をつくる「おが粉
こ

アート」をみんなで楽
たの

しみました。木
き

 

の板
いた

の上
うえ

に、ボンドを使
つか

って色
いろ

とりどりのおが粉
こ

をくっ 

つけて、絵
え

を描
か

いていきます。ちょっとはみ出
で

たりもし 

ましたが、味
あじ

がある作
さく

品
ひん

に仕
し

上
あ

がっていました。 

 お昼
ひる

を食
た

べたら、紙
かみ

芝
しば

居
い

の始
はじ

まりです。根
ね

室
むろ

には、 

毎
まい

年
とし

子
こ

育
そだ

てのためタンチョウがやってきます。そこで、タ

ンチョウのヒナがいろいろな体
たい

験
けん

をしながら成
せい

長
ちょう

してい

く様
よう

子
す

を主
しゅ

人
じん

公
こう

「ルル」の冒
ぼう

険
けん

を通
とお

して紹
しょう

介
かい

する紙
かみ

芝
しば

居
い

を

上
じょう

演
えん

しました。 

                 午
ご

後
ご

からは、自
し

然
ぜん

学
がく

習
しゅう

林
りん

を使
つか

って自
し

然
ぜん

の中
なか

で探
さが

し物
もの

を

                するゲームを行
おこな

いました。みんな楽
たの

しそうに参
さん

加
か

してい

ました。 

今
こ

年
とし

は、37名
めい

の方
かた

が参
さん

加
か

してくださいました。 

ネイチャーセンター祭りを開催しました 

ボランティアの活動

■フィールドボランティアの活動■ 

ルルは無事にお母さん 

と会えるかな？ 

10 月末から 11 月と３月に、渡りの途中に風蓮湖

に立ち寄るオオハクチョウのカウント調査をレ

ンジャーとボランティアで行っています。オオハ

クチョウの飛来数を毎年数えることにより、渡り

の様子や風蓮湖の環境の変化を見守っています。

調査は、風蓮湖に設定した数ポイントの調査地点

を回り、観察できたオオハクチョウの数をカウン

ターで数えて記録していきます。カウント調査を

一緒に行うフィールドボランティアを募集して

います。ぜひご連絡ください。 

【 お問合せ 】電話 0153－25－3047 

【さえずり屋 ３号店が完成しました】 

 バードボイスペンを使
つか

って鳥
とり

の鳴
な

き声
ごえ

を聞
き

くことがで

きる“さえずり屋
や

３号
ごう

店
てん

（無
む

料
りょう

で利
り

用
よう

できます）”が完
かん

成
せい

しました。風
ふう

蓮
れん

湖
こ

・春
しゅん

国
くに

岱
たい

で見
み

られる 

野
や

鳥
ちょう

を中
ちゅう

心
しん

に、鳥
とり

の写
しゃ

真
しん

と名
な

前
まえ

と共
とも

に 

鳴
な

き声
ごえ

を紹
しょう

介
かい

しています。また、季
き

節
せつ

 

毎
ごと

に展
てん

示
じ

される種
しゅ

類
るい

が変
か

わります。 

【シマフクロウ・クイズ】 

根
ね

室
むろ

にも生
せい

息
そく

する希
き

少
しょう

な 鳥
ちょう

類
るい

シマフクロウに関
かん

するのク

イズができました。 

何
なん

問
もん

正
せい

解
かい

できるか 

チャレンジして 

みてください。 

 

風蓮湖・春国岱  

２００８年 秋 オオハクチョウ飛来数 
 

 １０月２７日 現在  

風蓮湖全体 春国岱、スワン４４周辺

合 計 

根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター 
レンジャー＆フィールドボランティアしらべ 

温根沼周辺 

６３ 

３ 

６６ 

１６４ 

１５ 

１７９

２３５ 

１６ 

２５１ 
今年１回目の調査結果です。温根沼・風蓮湖あわせて、３１７羽でした。 
昨年の同時期に比べ、２，０００羽以上少ない結果となりました。 
この秋の初確認は１０月１２日でした。 

 昨年の同時期 200７.10.2６ 風蓮湖全体 ２,９９4羽  



 自然情報 * １１・１２月 *

冬
ふゆ

の使
し

者
しゃ

、オオハクチョウの飛
ひ

来
らい

数
すう

がピークになります。 

コオリガモやシノリガモなど越
えっ

冬
とう

する海
うみ

ガモ類
るい

がやってきます。 

ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰ 

国道 44 号線 

オホーツク海

風蓮湖 

春国岱 

←駐車場 

↓釧路 根室↓ 

←駐車場

展望台 

小鳥の小道

アカエゾマツｺｰｽ

キタキツネｺｰｽ 

ハマナスｺｰｽ 

☆春国岱 ﾋﾊﾞﾘ・ﾊﾏﾅｽｺｰｽ☆ 

草原の鳥たち 

春
しゅん

国
くに

岱
たい

の草
そう

原
げん

に冬
ふゆ

の小
こ

鳥
とり

たちがエサを食
た

べ

にやってきます。赤
あか

い羽
はね

がきれいなハギマシ

コや白
しろ

いからだのユキホ 

オジロなどたくさんの小
こ

 

鳥
とり

が渡
わた

ってきます。草
くさ

む 

らの小
ちい

さな鳴
な

き声
ごえ

に耳
みみ

を 

澄
す

ましてみてください。 

☆☆ 11・12 月のいきもの ☆☆ 

～野鳥～  □ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ □ｱｶｴﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ □ｱｵｻｷﾞ □ｵｵﾊｸﾁｮｳ □ﾋｼｸｲ □ｺｸｶﾞﾝ □ﾏｶﾞﾓ 

 □ｺｶﾞﾓ □ﾖｼｶﾞﾓ □ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ □ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ □ｼﾏｱｼﾞ □ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ □ﾎｼﾊｼﾞﾛ □ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ 

□ｽｽﾞｶﾞﾓ □ｸﾛｶﾞﾓ □ﾋﾞﾛｰﾄﾞｷﾝｸﾛ □ｼﾉﾘｶﾞﾓ □ｺｵﾘｶﾞﾓ □ﾎｵｼﾞﾛｶﾞﾓ □ﾐｺｱｲｻ □ｳﾐｱｲｻ 

 □ｶﾜｱｲｻ □ﾐｻｺﾞ □ﾄﾋﾞ □ｵｼﾞﾛﾜｼ □ｵｵﾜｼ □ｵｵﾀｶ □ﾊｲﾀｶ □ｹｱｼﾉｽﾘ □ﾉｽﾘ □ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ

 □ﾁｭｳﾋ □ﾀﾝﾁｮｳ □ﾊﾏｼｷﾞ □ﾐﾕﾋﾞｼｷﾞ □ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ □ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ □ﾜｼｶﾓﾒ □ｼﾛｶﾓﾒ □ｶﾓﾒ

 □ｳﾐﾈｺ □ﾐﾂﾕﾋﾞｶﾓﾒ □ｺﾐﾐｽﾞｸ □ｱｶｹﾞﾗ □ｵｵｱｶｹﾞﾗ □ｺｹﾞﾗ □ﾊｸｾｷﾚｲ □ﾋﾖﾄﾞﾘ □ﾐｿｻｻﾞｲ 

 □ﾂｸﾞﾐ □ｷｸｲﾀﾀﾞｷ □ｴﾅｶﾞ □ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗ □ｺｶﾞﾗ □ﾋｶﾞﾗ □ｼｼﾞｭｳｶﾗ □ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ □ｶﾜﾗﾋﾜ 

 □ﾏﾋﾜ □ﾍﾞﾆﾋﾜ □ﾊｷﾞﾏｼｺ □ｳｿ □ｼﾒ □ｽｽﾞﾒ □ｶｹｽ □ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ □ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 

 

～花や実～  □ﾐｽﾞﾅﾗのﾄﾞﾝｸﾞﾘ □ｵﾆｸﾞﾙﾐ

☆風蓮湖☆ 

 オオワシ 

冬
ふゆ

を風
ふう

蓮
れん

湖
こ

で過
す

ごすオオワシたちの数
かず

が次
し

第
だい

に増
ふ

えてきます。12月
がつ

末
まつ

になると風
ふう

蓮
れん

湖
こ

や周
しゅう

辺
へん

が凍
こお

り始
はじ

め、氷
こおり

の上
うえ

に降
お

り 

るオオワシの姿
すがた

が見
み

られるよ 

うになります。１月
がつ

～２月
がつ

に 

飛
ひ

来
らい

数
すう

がピークになります。 

※展望台は、老朽化のため現在利用できません。ご了承ください。 

※センターでは、双眼鏡、野鳥図鑑の無料貸出を行っています。ご利用ください。 

オオワシ

ミツユビカモメ

シロカモメ

オナガガモ

ヒドリガモ

オオハクチョウ

クロガモ 

エゾリス 

カケス

休憩舎 

ウミネコ

干潟(干潮時)

オオセグロカモメ 

オジロワシ 

 

 

コオリガモ 

ホオジロガモ

ヒバリｺｰｽ

エゾシカ 
ベニマシコ



 

 

 

行 事 名 風蓮湖の魅力を探るバスツアー 

開催日時 １１月９日(日) ９：００～１５：３０ ※市役所駐車場集合 

内  容 

風蓮湖の湖畔をバスで移動しながら、風蓮湖に訪れているオオハクチョウなどの鳥たちを観察し

たり、風蓮湖周辺の自然の素晴らしさや歴史をのんびりと楽しんだりしながら、参加者のみなさ

んと風蓮湖の魅力を再発見します。 

持 ち 物 
保険・資料代として 100 円、防寒具、おやつ、お弁当、飲み物、筆記用具、動きやすい服装、あ

れば長靴、望遠鏡、双眼鏡 

対  象 中学生以上 定員２５名 

申込方法 １１月３日(月)まで(電話にて先着) 

行 事 名 フィールドボランティア説明会 オオハクチョウを数えてみよう！ 

開催日時 １１月１７日(月) ９：００～１２：３０ 

内  容 

冬の使者オオハクチョウ。レンジャーは、風蓮湖の環境を知るための一環として、毎年オオハクチ

ョウの飛来数をカウントしています。みなさんも実際に、調査に参加し、ボランティア体験をして

みませんか？調査体験の後、フィールドボランティアの活動について紹介します。 

持 ち 物 保険代１００円、防寒具、飲み物、あれば双眼鏡、望遠鏡 

対  象 高校生以上 定員 10 名 

申込方法 １１月１０日(日)まで(電話にて先着) 

行 事 名 風蓮湖・春国岱ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾐﾅｰ② 宮島沼の取り組み（仮題） 

開催日時 １２月１４日(日) ９：３０～１２：００ ※春国岱ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰ集合 

内  容 
ラムサール登録湿地“宮島沼”の宮島沼水鳥･湿地センターの牛山克巳氏に、宮島沼での活動を紹

介していただきます。 

持 ち 物 参加費１００円/一人、筆記用具、動きやすい服装、防寒具 

対  象 高校生以上 定員２５名 

申込方法 １２月８日(月)まで(電話にて先着) 

 

１１・１２ 月 の イ べ ン ト 

【 お申込み・お問合せ 】 電話 0153－25－3047 （春国岱ネイチャーセンター） 

 

■ 事前にお申し込みが必要です。 

■ 野外での解説は、学校など自然学習を目的とした団体などに限らせていただきます。

→詳細など、お問合せはネイチャーセンターにご連絡ください。（電話 0153-25-3047）

① 野外解説・自然学習   （～2 時間   ／ ～20 名） 

② 春国岱の自然 （映像）  （15 分～25 分 ／ ～45 名） 

③ 自然クイズラリー    （約 1 時間    ／ ～50 名） 

④ タンチョウ、カモ類に関する学習ゲーム （0.5～2 時間 ／ ～20 名）

⑤ 施設概要説明      （30 分～2 時間 ／ ～45 名） 

■住所■ 〒086-0074 北海道根室市東梅 103 番地 

■電話■ 0153-25-3047  ■FAX■ 0153-25-8570 

■ＨＰ■ http://www.marimo.or.jp/~nemu_nc/workn/index.html 

■メール■ nemu_nc@marimo.or.jp 

■11･12 月の開館時間■ 9：00～16：30 

■11 月の休館日■ 4・5・12・19・25・26 日 

■12 月の休館日■ 3・10・17・24・25 日、12 月 30 日～1 月 5 日 

根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター～メール配信のお願い～ 

ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰだよりをﾒｰﾙ（PDF 形式）で

配信しています。経費削減のためご

変更いただける方は、下記ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

まで、ご自身のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽをお知らせ

下さい。ご協力をお願いいたします。

連絡先： nemu_nc@marimo.or.jp 

※ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰだよりは、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上

でもご覧いただけます。 

2008．10 発行

団体の方へ～解説ĪĽĹĖļĵįのご案内～ 


